Ⅱ―１　著作権
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
１　学年・教科等　高等学校　情報
２　本時の目標

⑴　著作権について理解する。

⑵　情報の収集や発信等における個人の適切な判断力を身に付ける。　

３　準備
○資料「こんなことしていいの」，ワークシート「著作権について」

○高校生のための著作権教材(http://www.bunka.go.jp/1tyosaku/koukousoft/
  index.html)の解説
４　展開

	学　習　活　動
	指　導　上　の　留　意　点

	１　資料「こんなことをしていいの？」を読み，回答する。
	○著作権に関する身近な事例の書かれた資料を読ませ，○か×を付けさせる。

	２　ワークシート「著作権について」を使って，著作権についてインターネットで調べる。

３　４～５人のグループを作り，資料「こんなことをしていいの？」について検討する。
４　著作権について理解する。
５　資料「こんなことをしていいの？」の答え合わせをする。
	○著作権とはどのような権利か，ワークシート「著作権について」の指示に従って，インターネットで調べさせる。
※参考サイト

　・著作権テキスト～初めて学ぶ人へ～(文化庁)
http://www.bunka.go.jp/chosakuken/pdf/chosaku_text_090601.pdf
・高校生のための著作権教材（文化庁・CEC）
http://www.bunka.go.jp/1tyosaku/koukousoft/index.html
・はじめての著作権講座「著作権て何？」（CRIC）

http://www.cric.or.jp/qa/hajime/hajime.html
○ワークシート「著作権について」で調べた内容を基に，「こんなことをしていいの？」について検討させる。
○著作権法の書かれたプリントを配付し，目的等について説明する。

○資料「こんなことをしていいの？」の答えを順番に聞き，解説をしながら答え合わせをする。

	６　著作権の必要性について再確認する。
	○著作権についての感想を生徒に聞きながら，その必要性について再確認させる。


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
「こんなことをしていいの？」
次のようなことをしてもいいのでしょうか，○か×で答えましょう。

１　自分のお小遣いで買った写真集の一部を，ポスターに無断で利用してもよい。　

（　○　・　×　）
２　体育大会のクラスのＴシャツに，アニメのキャラクターを無断で載せてもよい。
（　○　・　×　）

３　市の図書館で，課題の参考となる本を借りて，無断でコピーしてもよい。
（　○　・　×　）

４　文化祭で友人のバンドの演奏をビデオに撮り，自分のホームページに無断で公開してよい。

（　○　・　×　）

５　文化祭で，有名なバンドの曲を無断で演奏してよい。
（　○　・　×　）

６　自分の作文の中に，ルールを守れば他人の著作物の一部を無断で引用してもよい。
（　○　・　×　）

７　市販の音楽用ＣＤＲの料金には，既に私的録音録画補償金が含まれているので，自分で買った音楽ＣＤを友達の音楽用ＣＤＲにコピーしてもよい。
（　○　・　×　）

８　音楽サイトから音楽をダウンロードすると法律に違反することがある。
（　○　・　×　）

９　江戸時代の絵をポスターの背景に無断で使用してよい。

（　○　・　×　）

10　他人が収集したデータを無断で使用してよい。
（　○　・　×　）

<解説> 高校生のための著作権教材（文化庁）より抜粋
１　自分のお小遣いで買った写真集の一部を，ポスターに無断で利用してもよい。
	答え　×　第21条・第30条

	本を買っても，作品を再配布する権利まで買ったことにはなりません。作品の中身を利用する場合は，作者の許可が必要です。写真集に載っている写真は著作物であり，それを撮影した人が著作権をもっています。

【作者から許可をもらうことが原則】
他人が著作権をもっている作品をポスターなどに写す場合は，権利をもっている人（著作権者）の許可を得なければなりません。自分が購入した写真集，イラスト集から写す場合や，自分が購入したコミック本からキャラクターの絵を写す場合なども同様です。この場合，コピー機などでコピーしたり，スキャナーで読み取ったりすることだけでなく，手書きで書き写したりすることなども含まれます｡
【例外】
なお，家庭内又は個人的に使用するために他人の作品をコピ－することは，例外的に許可を得る必要はありません。


２　体育大会のクラスのＴシャツに，アニメのキャラクターを無断で載せてもよい。
	答え　×　第21条・第30条・第35条・第49条

	アニメのキャラクター（絵）は著作物であり，それを描いた漫画家などが著作権をもっています。個人的に楽しむためや授業の過程での使用を越えるような場合のコピーは，著作者の許可が必要です。

【著作者から許可をもらうことが原則】

他人が著作権をもっている作品をコピーする場合は，権利をもっている人（著作権者）の許可を得なければなりません。また，スキャナーなどを使ってそのままコピーする場合だけでなく，手書きで写すような場合も同様です。
【例外】

もっとも，家庭内で個人的に楽しむためや，文化祭などの学校行事や授業の中で使用するために，他人の作品をコピーすることは，例外的に許可を得る必要はありません。しかし，文化祭のためにおそろいのＴシャツを作るような場合は，たとえ営利が目的でなくても個人的な使用ではありませんし，文化祭や授業などの活動以外でも使用できるものですので，作者の許可が必要です。

【なぜ許可をもらう必要がある？】

キャラクターには，「パブリシティの権利」といって商業的な利益を生む価値（お客を誘う効果）が認められています。したがって，キャラクターが作者に無断で利用されると，作者の経済的な利益を損なうことになります。なお，市販のワッペンやシールを購入してそのまま貼り付けるなど，すでに許可を得てコピーされた物を使用することは，問題ありません。


３　市の図書館で，課題の参考となる本を借りて，無断でコピーしてもよい。
	答え　○　第31条・第35条

	図書館のような公的機関では，作者の許可がなくてもコピーができる場合があります。

【作者から許可をもらうことが原則】

図書館や書店の本に掲載されている作品は著作物であり，それを書いた人が著作権をもっています。したがって，コピーする場合は，作者の許可が必要です。

【例外がある】

しかし，どのような場合でも作者の許可を得なければならないとすると，教育や福祉などの公的な事業が円滑に行えない場合も出てきます。そこで，一定の要件を満たしている場合は，作者の許可がなくてもコピーができることになっています。例えば，公立図書館などで勉強や研究のために資料の一部が欲しいとき，図書館に申し込めばコピーしてもらえますが，こういう場合のコピーは，図書館は作者にいちいち許可を得なくてもよいことになっています。そのほか，学校の授業で自由研究の成果を発表するとき，書籍や新聞の文章，図表などをコピーしてクラスに配布する場合や，私的な使用のためにコピーする場合なども，コピーする人は，作者にいちいち許可を得なくてもよい，という規定になっています。

【書店の本は】

図書館の本は，本を所蔵している図書館自身の責任によって，利用者のためのコピーを行っています。書店が，書店の本を書店自身の責任によってお客のためにコピーする場合は，著作権法で規定されている例外の条件に当てはまらないため，書店は作者の許可を得なければなりません。そもそも，お客にコピーをしていれば本は売れなくなってしまいますので，コピーはしてもらえません。
【学校の図書館は】

　公立の図書館ではないため，利用者本人が，教育利用目的でコピーすることができます。


４　文化祭で友人のバンドの演奏をビデオに撮り，自分のホームページに無断で公開してよい。

	答え　×　第91条　

	アマチュアバンドにも，作詞・作曲家の権利とは別に，演奏家や歌手の権利が生まれます。

【著作隣接権ってなに？】

音楽メロディーや歌詞は著作物であり，それを作った人が著作権をもっていますが，その音楽を演奏したり歌ったりした場合は，演奏・歌唱をした人にも新たな権利が生まれます。演奏や歌唱をした人のことを「実演家」といい，実演家がもつ権利を「著作隣接権」といいます。プロの実演家だけでなく，生徒のようなアマチュアでも，音楽を演奏・歌唱すれば実演家になり，著作隣接権をもつことになります。
【演じた人から許可をもらうことが原則】

したがって，ある人が演奏・歌唱している様子をビデオカメラで撮影したり，それをインターネットで公開したりする場合は，その実演を行っている人に対して，ビデオ撮影してよいか，インターネットで公開してよいかの許可を得ることが必要です。なお，実演家の権利と作者の権利は別のものです。実演家自身が作詞，作曲したものでない場合は，作詞，作曲をした人にもコピーやインターネットでの公開について，許可が必要です。


５　文化祭で，有名なバンドの曲を無断で演奏してよい。

	答え　○　第38条

	非営利，無料，無報酬で音楽を演奏する場合は，作者の許可を得る必要がありませんが，楽譜をコピーする場合は権利をもっている人（著作権者）の許可を得なければなりません。

【作者から許可をもらうことが原則】

音楽は著作物であり，それを作詞，作曲した人が著作権をもっています。他人が作った曲を大勢の人に聞かせる場合は，権利をもっている人（著作権者）の許可が必要です。

【例外がある】

しかし，その演奏が一定の条件の下で行われる場合は，作者の許可を得る必要はない，という例外規定があります。一定の条件として，次の３つの要件が挙げられます。

１　演奏が非営利で行われること

２　演奏の聴衆から料金をとらないこと
３　演奏する者に報酬が支払われないこと

市民コンサートや学校の文化祭などの行事で，軽音楽部が演奏する場合などは，通常，これらの条件を満たすと考えられるため，作者から演奏の許可を得る必要はありません。また，演劇部による芝居の上演などの場合でも，同様の条件を満たせば，脚本家から上演の許可を得る必要はありません。

【なぜ許可をもらわなくてもいいの？】

演奏や上演という利用行為は，その場で終われば後に残らないので，非営利などの条件を満たすものであれば，作者の権利を不当に害することにはならない，と考えられるためです。逆に，入場料（鑑寅料）を徴収するなどによって，これらの条件が一つでも欠けた場合は，原則どおり，作者の許可が必要です。
【楽譜のコピーは？】

以上のように，演奏や上演は，非営利・無料・無報酬で行うのであれば，作者の許可を得る必要はありません。しかし，このような演奏や上演を行うために，部長などが楽譜や脚本をコピーしてメンバーに配ることは，非営利などの条件を満たしていても，作者からコピーの許可が必要です。コピーして配ることは，個人的な使用には当たらないからです。


６　自分の作文の中に，ルールを守れば他人の著作物の一部を無断で引用してもよい。

	答え　○　第32条

	他人の作品を引用する場合は，元の作品の作者の許可を得る必要はありませんが，一定のルールを守らなければなりません。
【引用は無断でできる】

作文を書くとき専門書を調べてその説明文を利用したり，また，読書感想文を書くときその作品の一節を紹介したりすることがあります。このように，読んだ書物の一部分を作文や感想文の中に取り込んで利用することがあります。適切な方法で行われる場合は，このような利用方法は盗作ではなく，「引用」といって作者の許可を得る必要はない，という例外規定があります。
【引用のルールを守ることが必要】

適切な方法とは，次の１から５のような要件をすべて満たすことが必要と考えられている。

１　引用しようとするものが，公表された作品であること
（他人の日記や手紙などの未公表のものは，無断で引用できない）

２　引用の方法が，公正な慣行に合致するものであること
（引用部分を鑑賞させるような目的であれば，無断で引用できない）

３　引用する必然性があること
（作文や感想文を書くために不必要な部分まで引用することは，無断でできない）

４　自分の創作する部分と引用する部分との主従関係が，明確であること
（他人の作品の部分が多いような場合は，無断で引用できない）

５　カギ括弧などによって，引用部分が区分されていること
（自分の創作する部分と他人の作品の区別が不明確になっている場合は，無断で引用できない）

なお，これらの要件を満たして無断引用できる場合でも，引用する作品のタイトルや作者名などの出典を明示することが必要です。適切な方法を守らずに著作物の一部を利用することは，著作物のコピーに当たるので，作者の許可が必要です。


７　市販の音楽用ＣＤＲの料金には，既に私的録音録画補償金が含まれているので，自分で買った音楽ＣＤを友達の音楽用ＣＤＲにコピーしてもよい。

	答え　×　第２条・第96条・第97条

	自分用のコピーは自由ですが，他人のためにコピーするときは，権利をもっている人（著作権者）の許可が必要です。私的利用については、デジタル方式の録音録画機器や音楽用ＣＤＲ等の価格に，補償金が含まれており，作者や歌手などに還元されます。

【ＣＤに関係する権利は？】

ＣＤに録音されている音楽は著作物であり，それを作詞，作曲した人が著作権をもっています。また，その音楽を演奏したり歌を歌ったりすることを「実演」といい，演奏家や歌手が，実演に関する著作隣接権をもっています。さらに，音楽や実演がＣＤの音源にされた場合，音源を作った人（録音した人）が音源に関する著作隣接権をもっています。

【私的に使用するためのコピーは？】

個人的に，または家庭内などで使用することが目的である場合は，作者の許可がなくてもコピーすることができます。しかし，他人のためにコピーすることは，私的使用の範囲を超えるので，営利目的でなくても作者の許可が必要です。また，いったん私的に使用する目的で無断でコピーをしたものを，聞き飽きたからなどの理由によって他人に譲る場合は，譲ろうとする時点で許可を得ることが必要です。

【私的録音録画補償金制度って？】

個人で楽しむためのコピーは自由にできますが，デジタル技術の発達によって，オリジナルと同じ高品質のコピーが作れるため，ＣＤやＤＶＤの販売に影響を与え，著作権者に経済的な不利益が生ずるようになりました。そこで，私的使用の場合でも，デジタル方式で録音や録画をするときは，作者などに補償金を還元することとされ，録音録画の機器や音楽用ＣＤＲ等の代金に，補償金が上乗せされています。これを私的録音録画補償金制度といいます。つまり，コピーの許可をもらう必要はないけれど，作者などに補償金を支払わなければならない，という仕組みです｡


８　音楽サイトから音楽をダウンロードすると法律に違反することがある。
	答え　○　第30条

	違法にアップロードされたと知っていてその音楽データなどをダウンロードすることは違法です。

これまで著作権法では，著作権者の許諾なしに音楽や動画などのデータをアップロードし公衆に対してこれを送信できる状態にすることを違法としてきましたが，この違法にアップロードされた音楽データや動画データなどをダウンロードすることに対しては規定する法律がありませんでした。このため違法にアップロードされたデータをダウンロードし利用することが増加し，本来販売等により収入を得ていた音楽活動や映画製作などにかかわる人々の利益を侵害していることが問題となっていました。このような状況を踏まえて著作権法が改正され平成22年1月1日より，権利者が安心して著作物を提供でき利益を確保できる環境を確保するため次の措置が講じられました。
○インターネット販売等で海賊版と承知の上で行う販売の申出は権利侵害とする
○違法なインターネット配信による音楽・映像を違法と知りながら複製することを私的使用目的でも権利侵害とする。

　携帯サイトで好きなアーティストの音楽などをダウンロードして利用する場合は，そのアーティストがさらによい活動をすることを願う気持ちをもち，著作権に配慮した行動がとれるようにしましょう。

　なお最近では「エルマーク」というレコード会社や映画製作会社と契約しコンテンツを正規に配信していることを証明するマークが掲載され安心して利用することができるサイトもあります。

（参考）

政府広報オンライン　お役立ち記事　平成21年8月
著作権侵害のインターネット配信に注意！　音楽や映像の「著作権」を守りましょう　http://www.gov-online.go.jp/useful/article/200908/2.html
【著作権法】
第五款　著作権の制限
（私的使用のための複製） 

第三十条 　著作権の目的となっている著作物（以下この款において単に「著作物」という。）は個人的に又は家庭内その他これに準ずる限られた範囲内において使用すること（以下「私的使用」という。）を目的とするときは次に掲げる場合を除きその使用する者が複製することができる。

三 　著作権を侵害する自動公衆送信（国外で行われる自動公衆送信であって国内で行われたとしたならば著作権の侵害となるべきものを含む。）を受信して行うデジタル方式の録音又は録画をその事実を知りながら行う場合


９　江戸時代の絵をポスターの背景に無断で使用してよい。

	答え　○　第51条・第60条

	作品を利用するとき，その作者に了解を得なければならない著作権は，原則として，作者の死後50年を経過すれば消滅し，無断で利用することができるようになります。
【著作権ってなに？】

絵画や文章，音楽などの著作物を創作した人には，著作権が認められ，権利をもっている人(著作権者)以外の人がその著作物を利用する場合は，権利をもっている人の許可を得なければなりません。

【期間が過ぎると自由に使える】

しかし，そのような文化的な作品を利用する場合，いつまでも許可を得なければならないとすると，かえって文化の発展を妨げることにもなりかねません。そこで，一定の期間がたつと，権利は消滅し，国民全体の財産として自由に利用できるようになっています。一般的には，著作権は，著作者が死亡してから50年を経過すると消滅することになっています。それまでの間は，権利が存続していますので，著作者が亡くなっている場合は，その遺族が権利を相続していたり，著作者が生きている時代にその権利を譲り渡していたりする場合もあります。いずれにしても，関係者に連絡をして許可を得なければなりません。

【江戸時代の作品なら無断で使える】

著作権の保護期間が過ぎると権利がなくなります。したがって，江戸時代に描かれた絵や小説などをコピーするような場合，営利目的であっても許可を得る必要はありません。なお，著作者が死亡して50年を過ぎれば著作権がなくなり，コピーなどの許可を得る必要がないからといっても，作品の内容を書き換えるとか，作者名を変えてしまうなど，作者の人格を傷つけるような行為は許されません。


10　他人が収集したデータを無断で使用してよい。

	答え　○　第２条　

	数値データなどはそれ自体は著作物ではありません。しかし，それらのデータを学術的にグラフ化したり図表にしたりしたものは，著作物と認められます。
【データは著作物？】

著作物とは，作者の気持ちなどを創作的に表現した作品のことをいいます。統計データ，測量データなどは，その調査にいかに労力がかかったとしても，思想や感情の創作とは考えられないため，著作物とはいえず，調査をした人に著作権はありません。

【データをグラフ化したら？】
しかし，それらのデータを元に，グラフ化したり，図表化したりした場合は，学術的な思想を表現したものとして，グラフや図表が著作物と考えられています。したがって，新聞などに掲載されていたグラフをそのままコピーする場合は，グラフの作者の許可を得なければなりません。ただし，グラフが著作物となる場合でも，元となったデータが著作物になったわけではないので，同じデータで別のグラフを創作するのなら，元のグラフの作者の許可を得る必要はありません。


著作権について
１　著作権法とは何ですか。

２　著作物にはどのようなものがありますか。

３　著作権はいつどのように発生するのですか。
４　許可を得なくても使用できるのはどのようなときですか。
５　著作隣接権と肖像権について調べましょう。
６　他人の著作物から引用するときのルールについて調べましょう。
７　自由利用マークについて調べましょう。

８　著作権の保護期間は何年ですか。
９　著作物を使用する際に許諾を得るにはどうしたらよいでしょうか。
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